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流行色の予想 と実態 との関係

山 崎 勝 弘

は じ め に

日本人の衣生活は世界大戦を境 目として、大転換を現わした。戦前には一般

大衆は衣生活に対して極めて消極的な態度を示し、きものにこるのは一部の し

やれ者に過 ぎなか った。

しか も戦時中は 『欲 しが りません、勝つまでは』と自問自答し乍 ら、どん底

の売 り喰い生活に甘んじ、男子は背広を国民服に改造、女子は晴着はともか く

として、大切にしまってあった着物を上 っ張 りと、モンペに仕立て直す、とい

う始末で、着物の形や色を考えるなどと云 う行為は想像 も及ばなかった。

終戦後はララ物資の一つとしてアメリカの衣料が支給 され、モンペか らスラ

ックスに着替えるもの、和服の新誂の代 りにララ物資の古着更生による洋服 を

着装するもの等が街頭に見受けられ るようになった。国防色に混ってアメリカ

調の派手な色が我々の眼を強 く刺激 し始めたのは この頃である。1949年(昭 ・

24)繊 維製品統制撤廃、翌年には衣料切符廃止、 ここにおいて新聞はタブロイ

ド判から普通の大 きさに複元 し、家庭欄、婦人欄が設けられ、服装問題が取材

され、流行色に関する記事が経済欄にまで 拡大 されて 行った。1954年(昭 ・

29)に 至 り、奈良女子大学家政学部被服学研究室 においては、新聞上に現われ
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た流行色名の統計をとることを計画 し、1949年以降の新聞(朝 日、毎 日、読売、

産経、東京、京都)を 各社の協力を得て、流行色の移 り変 りと、社会状勢 との

関係等について調査を行った。1955年(昭 ・30)に は大阪婦人子供服連盟理事

長原一郎氏の斡旋により、通産省電気試験所大阪支所長岡田喜義氏(現 在松下

電器産業照明研究所長)の グループを始め、文部省統計数理研究所林知己夫氏

のグループ、日本色彩研究所細野尚志氏のグループ、田中千代服装学院グルー

プの方々と共に婦人服の色彩統計を始めた。奈良女子大グループは京都河原町

四條附近の街頭に於ける実態調査を担当し、春夏秋冬の婦人服の色彩統計を開

始した。以来10年 間、同一条件 と方法とを用 いて色彩統計を続 けて 来 たが、

この程、漸 くデータの整理が出来たので、報告を兼ねて、 塾流行色の予想 と実

態 との関係。について私見を披歴したいと思 う。本研究に協力 した研究員は丹

羽雅子(奈 良女子大学家政学部被服材料学研究室)を 始め延べ50名 内外である

が、 この間調査場所をその都度提供して頂いた京都府ギヤラリーの羽柴信氏、

林俊光氏 らの御厚意と共に記 して以て謝意を表したい。

新聞紙上 における流行色

新聞紙の大 きさが戦争中から戦後2～3年 間はタブロイド判と称する小型の

もので、記事 も少なかったが、1949年 頃に到って漸 く本来の大 きさを取戻し、

頁数 も増し、家庭欄、婦人欄等が新設 されて以来服装に関する記事が目立ち始

めた。殊 に婦人服の流行色を取上げた記事は人気を集めた。各地に洋裁学校が

現われたのも時を同じうしている関係上、洋裁学校の講義に も流行色の問題が

クローズア ップされる、 という進展振 りである。この時に当 り奈良女子大学家

政学部被服学研究室においては、上記丹羽雅子を始め数名の研究員を以て、流

行色統計グループを組織 し、筆者の指導の許に流行色の調査研究を開始した。

先ず手始めに新聞紙上に現われた色名の統計にとり掛 り、朝 日、毎日、読売、

-3一



産 経 、 東 京 、京 都 の六 大 新 聞 の家 庭 欄 、婦 人 欄 及 び経 済 欄 に記 され た色 名(流

行 色 名)を 集 計 した。

集 計 され た 色 名 は更 にMaerzandPaul著 、DictionaryofColor.お よ

びTheBritishColourCounci1Dictionaryo〔ColoursforInteriorDeco-

ration.日 本 色 彩 研 究 所 の 色 の 標 準 、 上 村 、 山 崎 著 日本 色 名大 鑑等 と 照 合 し

乍 ら、 色 相 、 明 度 、 彩 度 の 限界 を検 討 、 吟 味 した。 表1は1950年(昭 ・25)

か ら1955年(昭 ・30)に お け る洋 服 の 色 相 別 出 現 率 、 表2は 同 じ く和服bzお け

る場 合 を示 した もの で あ る。

表1.色 相別出現率(洋 服)

色 相 名1・95・(25){・95・(3・)i・952(27)i・953(28);・954(29)11955(・・)平 均

あ か16.212.412.512.211.612.612。90

だ い だ い17.813.813.412.211.510.513.20

き だ い だ い0.82.72.11.01.00.71.40

き6.46.57.46.86.46.26.60

き み ど り00.50.40.81.21.60.75

み ど り7.27.87.88.97.46.3・7.57

あ お み ど り0.21.00.30.30・10.20.35

み ど りみ あ お000.300・20.30.13

あ お11.96。86.98.510.612.59.50

あ お む・ら さ き2.85.83.75.67.77.95.58

む ら さ き1.84.94.93.02.62.93.35

あ か む ら さ きo.aO.70.10.20.20.30.28

白10.88.710.59.110・310.29.90

黒10.315.814.112.411.58.412.08

灰12.912.415.318.317.618.915.90

金0.50.200.30.10.50.27

銀0.200・3σ ・4000・15

合 計100,0100.0100.0100.0100.0100.099.89
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表2.色 相別出現率(和 服)

色 相 名195・(25・1・95・(26)1・952⑳i・953(28)1・954(29)1・955(・・)1平 均

あ か25.515。113.115.515。312.316.13

ナこ し、 ナこ し、20.022.09.910.38.58.013.11

き ナこ いRこ い3.61.43.61.00.31.65

き5.58.17.55.95.15.46.25

き み ど り0.80.70.30.30

み ど り9.18.19.55.96.86.97.72

あ お み ど り1.81.40・30・58

み ど りみ あ お'0.40.30.71.10.42

あ お10.96.98.38.46.88.58.30

あ お む ら さ'き4.14.05.411.611.26.05

む ら さ き3.611.09.14.97.24.36.68

あ か む ら さ き1.81.40.50.62

白7.35.57.912.311.916.710.25

黒3.66.911.414.37.89.68.93

灰7.38.110.210.312.612.310.13

金'1.6工.51.70.80

銀2。72.53.43.72.05

合 計100.0100.0100.0100.0100.0100。099.97

表3は1945年 ～1959年(昭 ・20～34)に おける洋、和服の色 と社会状勢との

関係を示 したものである。戦後約15年 間における社会情勢の変化は実に目醒 し

い ものがある。そのことは同時に色彩の世界、つま り流行色の上にも著しく現

われている。表3で わかるように英国女王の戴冠式は国際的な浪 となって我が

国の服飾界に少なか らず影響を及ぼした訳であるが、このことを最 も端的に見

ることの出来 るのは流行色の世界においてである。コロネーシヨン ・カラーの

出現は服飾界その ものには直接現われなかったが、それは我が国民の流行色に

関する常識が出来ていなかったことはもとより、流行色に関する組織的研究が

なされていなかったことが大きな原因である。要するにコロネーシヨン・カラ

ーを打 ち出す原動力となるべき研究団体の組織がなかった為に業界商社がそれ
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表3.洋 、和服の色調 と社会情勢 との関係 一

西 暦91・ 障 劇 和 劇 社 会 情 勢

1945
x-194?2°x-22国 防 色 も ん ぺ 姿 空 白 状 態1

・94823監 工驫 快げ 原 色 調

・94924異 鯛 漏 夏 渋くて瀦 ・・た色諷 轡鍔 鶚 興 鑼

・9・・25宮,煙,レ 講 パ ・ テ ・嘲 充 料潔 符進廃 岳

195126渋 い 色 調 日本在 来 の 色 調

195227落 着いた渋い色調 渋 い 色 調 和 服 復 古 調

豊 富 な 色 調 英 国 女 王 戴 冠 式
195328概 ネ茅2済 謝 明るくて淡い申陥 百蘓 驫 難 鑒

・9・429驚'諺 講 渋 い 色 調 葺 ラフ,ζ ・謂諾

・9553・ 鸛 蟾 齶 中 間 色 艫 鹸 驫 最篇

.19563・ 灣 響 鵲 粤 明 ・ い 色 調 豊 か 嫉 生 活

・9・732潅 冨 箸 色 講 豊 動 色 調 凱 合。盛
,穐 奘

・95833藻,雛 鍔 勘 ・・ク・調 消 費 革 命

・95934鬣 勘 色葡 慶 祝 カ ラ ーw太 響 豐 噸

、

そ れ に コ ロネ ー シ ヨン ・カ ラー を発 表 し た訳 で あ る。 さて 発 表 され た色 を 見 る

と、 何 れ も海 外 か ら取 り寄 せ られ た もの で あ って 、 それ と同 一 の 国産 服 地 は 製

産 が 間 に合 わ ず 、 当時 コ ロネー シ ヨン ・カ ラー を着 装 した 人 は 殆 ん どな く海 外

か ら持 ち帰 っ た もの を着 る こ との 出 来 た 人 は 極 一部 の 有 名 デ ザ イナ ー位 に過 ぎ

なか った。 一 般 の 人 々は それ で もデパ ー トや服 地 店 の シ ヨ ー ウ イン ドに飾 られ

た コ ロネ ー シ ヨン ・カ ラー を可 成 り強 く印 象 づ け られ た よ うで あ る。又 この 頃
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にフランスか らデ ィオールの作品が取 り寄せ られ、パリのモデルを使って、大.

々的にディオールシヨーが行われた。これら2つ の出来事は流行色に対す る関

心を昂め、例えば、コロネーシヨン ・パープルとかデイオールグレーという言

葉が当時の新聞、雑誌を賑わし、一般大衆の日常会話にも使われた。

他方国内においては日本流行色協会の誕生や全 日本婦人児服地毛織物協議会

によるAFフ ァンダメンタルカラーの刊行が始ま り、大組織による流行色の研

究調整、指導が行われ るようになった。前者は流行色の傾向のイメージを作 り

出すことにおいて、意義があ り、後者はそのままで実際に使用出来る、とい う

実質的な所 に魅力があ る。又海外書籍貿易商会発行のOBCFASHIONCO-

LORSを 始め、その他の 大会社編集のFASHIONCOLORSを 上げれば・

限 りがない程、今 日では流行色についての研究はクローズアップきれてお り、

業界商社にとっては真剣な問題なのである。

街頭調査による10年 間の動向

1955(昭 ・3G)春 か ら1964(昭 ・39)冬 までの10年 間、毎年春夏秋冬の婦人

服の色の統計をとるために京都市河原町四条西入南側の京都府ギヤラリー2階

北窓か ら向い側の人道を通行する女性の服色を対象に街頭調査を続けてきた。

これに用いた色票は、日本色彩研究所特製の色彩統計盤 と称す るもので 「色の

標準』に用い られている色票 と同一の ものを、見分け易いように配列 しなおし

た色彩盤である。色数は有彩色1097種 と無彩色11種 とで合計1108色 の色票が整

然 と貼付 してある。色相番号、明度番号、彩度番号を一列にならべて、例えば

0193と 記してあれば、 ユー-19-3の 色、つまりピンクであることが分 るように

してある。1085は10-18-5(き みどり)、1656は16-15-6(あ お)、2025は20

-12-5(む らさき)で ある。ただし純色のあかだけは特に014Rと してある
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が、これは1-14-10と 書 くのが普通であるか ら、数字を4つ 列べて現わす場

合にうまく行かないし、明度14、彩度10と いう色相は色相番1に だけしかない

ので、この色に限って014Rと 記し、発言の時はただ14Rと 云えば通 じるので

ある。この調査に協力した約50名 の研究員は14Rと いう言葉を日常会話に使 っ

ていたが、色表示の記号化の便利 さを痛感す る次第である。

このような色彩統計盤を2組 用意 して、京都府ギヤラリー北窓の内側に水平

に保持 し、1人 は左行者の服色のみをマークし、他の1人 は右行者のみを受 け

持 ち、今1人 は和服の色のみを担当した。和服は数が少ないので1人 で充分出

来た。その他に計時係を置 き、午後1時 になると調査開始 を宣告 し、30分 間経

つと、ス トップを命 じる。15分 休憩をして、再 び80分間、そして15分 の休憩、

これらを繰返 えして、午後4時 に調査を終了するのである。このような時間の

決め方は予備実験 を繰返 えすことによって、調査員の最 も能率の上ると考えた

時間の割 り振 りを四拾五入 して、決定 したものである。

場所の選定は京都の繁華街の中で、京都市民の インテリ層の若い女性が比較

的散歩街 として選ぶ場所を予め調査 した上、その場所を俯瞰観測するのに便利

な建造物の存在す る位置を捜 し求め、数個所の候補地を上げ、戸別的に使用目

的を説明し、諒解を求めたが、容易に快諾を得ることが出来なかった。しかし

最後に京都府ギヤラリーに交渉した時、意外に も快諾を得て、夢か とばか りに

感激した次第である。この場所か らの観測は願 って もない程、好条件が揃 って

いたので、調査は予期以上に進渉した。

調査条件の一つとして附記 しておきたいことは30分 間の調査時間内にアーケ

ー ドの柱 と柱 との間隔約5メ ー トルの中に入 った人のみを調査対象 とし
、たと

えどんなに素晴しい色の服が見えていても時間切れまで指定の柱を越えていな

ければ、これを記録しないことにした。このようなや り方は統計の条件として

大切なことである、とい うので、調査員は厳格にその方針を守ってきたが、主
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表4.調 査 年月 日 と調 査数 齟 一

調 渣 年 月 日 洋 服 総 数 和 服 総 数

1955年(昭30)4月29p'582260

7月8日768F128

10月23日866573
11月23日692496

1956年(昭31)1月8日705595

3丿ヨ31日1034・625

8月19日128694

10月14日877322

11月25日861202

1957年(昭32)1月20日991639

4月14日932652

7月14日2495_

10月13日1019-

11月10日1111-

1958年(昭33)1月19日987584

4月13日 工166578

7月20日1531U4

10月19日1790608
11月23日16471010

1959年(昭34)1月11一 日一1114894

4月19日1412553

7月12日1376、183

10月25日14705ユ5

_二_11月23日1622808
1960年(昭35)1月17日 一1187676

4月17日1397317

7月17日1340102

10月16日1151457

11月20日 _12656261961年(昭36)1月22
日836225

4月16日1729210

7月16日98523

10丿ヨ15日1081229
11月19日1015310

1962年(昭37)1月21日 　 862-382

4月15日768202
7月15日92560

10月21日1007240

__11月25日1075358
1963年(昭38)1月20日 　 713435

4月14日1476185

7丿ヨ21日148742

10月13日 ユ158293

11月25日1250352

1964年(昭39)1月20日 ユ526355

4月14日1655290

7月25日11620

10月18日1772173

_.一__ 一 」1月20日_1231334196
5年(昭40)1月10日1132505

合 計(調 査 ・数・・日)(・ 日平58919i」1178
.、)(碑 珞811全 。3)

総 計76733人(1日 平均1534 .6)
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、

表5.10年 間におけ る調査延べ数 とその平均'5

洋 服1和 服
調 査 期 間

延 べ 数100分 比 延 べ 数100分 比

1月100531705290297

4月115511963872217

7月1335522774142

10月121912073410192

11月117692004496252

10年 間 の廷 数58919人100.ono.17814人100・0%

＼

観的に印象づけられた美しい色が時間内に柱を越えて呉れない時など、思わず

『残念だ…』 と口に出すこともあった。

表4は 調査年月 日と調査数を表わしたものである。

表4で 見 られるように10年 間の調査 日数合計50日 で1日 平均調査数は洋服

1135、和服497、 計ユ632である。ただし1957年(昭 ・32)7月 、10月 、11月 の和

服のデータが調査員の 不注意によって紛失 したことは遺憾である。 表5は10

年間における調査延べ数 とその平均を示したものであるが、洋服は7月 に最高

出現率があるのに対 し、和服は最低出現率を示している。1月 の調査において

は洋服は最低出現率で、和服は最高出現率を示している。つま り夏季には洋服

着装者が多 く、冬季には和服着装者が多い、 とい うことになる。ただし相対数

は年間を通 じて、洋服着装者が遥かに多いのである。

調査の集計結果の吟味

1.色 相別に見た10年 間の動行

(註)四 季の変化による出現率については図1を 参照されたい。

図2、 は1954(昭 ・29)-64(昭 ・39)に わたる12色相別の出現率を比較 し
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た ものである。 これによると色の流行が軌道に乗 り始めたのは1957(昭 ・32)

頃か らのように思われる。

(R)赤 系統 年度によって起伏はあるが全色相中で最高の出現率を示す。

1954(昭 ・29)以 降の10年 間に最高の出現率を示 したのは1957(昭 ・32)で あ

る。全体的に見てての年度頃か ら日本国内における色の流行は一つの軌道に乗

るように思われる。赤系統 としては翌年か らやや降下を辿 り始めたが1962(昭

・37)を 底 として再び上昇カーブを現わしている。

(B)青 系統 赤系統を除けば青系統は常に出現率の高い色相 として、 目立

っている。1956(昭 ・31)をさかいめとして赤 と青 とは地位を逆転しているが、

これは戦後め混乱状態か ら漸 く立上 って、繊維界、服飾界が一応順調な歩みを

始めたことを実証 しているものと考 えられる。この青系統は緑味に も紫味に も

偏 らない標準の青系統に属する色である。

(0)橙 系統 色相名の上では橙であるが、実際上の色は主 としてブラウン

系統である。いわゆる茶系統をも含むのであるが、敢えてブラウンと云 ったの

は茶 と称する色の範囲は日本の緑茶か ら外国の紅茶の色にまで及ぶのでまぎら

わしいか ら、ブラウンと云 うことにした訳である。ブラウンは橙色の彩度の低

い色の総称であって、淡い色ではベージユか ら暗い方では 焦茶 まで包含 きれ

る。従ってタバコブラウン、コーヒーブラウン、キヤメルブラウン も当然含 ま

れることになる。そして彩度の比較的高いオレンジ色 も僅か乍 らこのカーブの

中4z含 まれている。橙系統(ブ ラウン系統)は 図2で 分 るように非常に起伏の

激 しい色相である。10年 間の中で最高の山を現わしたのは1961(昭 ・36)で 全

色相申最高位を現 している。

(Black)黒 無彩色の中では黒が常に出廻 っていることが図4、 によって

理解出来る。たとえ起伏はあっても、最高、最低の差はせいぜい5%以 内であ

る。
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(Grey)灰 黒 に 次 い で 灰 の 出現 率 は可 成 りの線 を行 って い るが 、 この色

は意 外 に起 伏 が大 きい。 最 底5°o弱 か ら最 高14%強 まで の 変 化 を示 して い る。

1963(昭 ・38)を 最 高 と して再 び下 降 す るか に思 われ る。 それ で も尚12°°以 上

の 出 現 率 で あ る。

(White)白 無 彩色 の 中 で は 出現 率 の平 均 が 一 番 小 さい。 しか し1961(昭

・36)に は約12%に 急 上 昇 し、 翌 年 か ら除 々に降 下 を辿 つ て い る。 白黒 ブー ム

は この頃 か ら始 ま り1963(昭 ・38)bzま で及 ん で い る。

(gB)緑 味 青 系統 この 色 相 は1958(昭 ・33)に 映 画 熱初 恋 。 の 主 役 女 優

の 服 装 の 色 に ちな ん で モ ー ニ ン グス ター ブル ー と云 う色 名 が宣 伝 され た こ とに

よ って服 装 界 に評 判 を呼 ん だ が 、 最 高 潮 に達 した の は そ の 翌年1959(昭 ・34)

で あ る。 この 年 に12%強 の 出現 率 を示 し たが 、 そ の 翌 年 以 降 か ら急 降下 し1963

(昭 ・38)・に は僅 か2.5°o程 度 に過 ぎな い。 ただ し再 び上 昇 に 向 う きぎ しは 見

え始 め た 。,

(Y)黄 系 統 は 平 均7～8°a程 度 で あ るが、 比 較 的起 伏 の少 な い色 相 で あ

る。 鮮 か な 黄 、 淡 い 黄 、 渋 い 黄 、 暗 い 黄 等 の 申 に ク リー ム、 か らし、 オ リー ブ

と称 す る色 名 で 呼 ば れ る色 も含 まれ て い る。1957(昭 ・32)に 小 さな 山が あ っ

て 以後 は低 空飛 行 を続 け て きた が 、1962(昭 ・37)頃 か ら除 々 に上 昇 し、1964

(昭 ・39)に は 約ユ0%に 達 し今 まで に見 られ ない 程 の上 昇 振 りを示 して い る。

(G)緑 系 統 この 色 相 は黄 味 に も偏 らな い標 準 型 の 緑 で あ って 、彩 度 や 明

度 の変 化 は可 成 りの 幅 を持 って い る。 最 近 で は 鮮 か さが 増 し、 使 用 率 も多 くな

って きて い る。起 伏 は 多少 あ るが 、常 に存 在 し て い る こ とは図2の 示 す 通 りで

あ る。1955(昭 ・30)に9%近 く出現 し、翌 年4z.一一一旦5°o程 度 ま で下 り、 更 に

そ の翌 年1957(昭 ・32)に 約7%に 上 り、 後 は 徐 々 に降 下 し て 、1961(昭 ・

36)に は10年 間 中 の最 底 線 約3%に 達 し て以 後 再 び上 昇 を始 め1964(昭 ・39)

に は 再 び7%内 外 に 達 して い る。 た だ し この上 昇 カ ー ブ も過 去 の統 計 結 果 か ら
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推 則 す るな らば1965(昭 ・40>以 降 が らは次 第 に卞 向 き とな る公 算 が 大 きい 。

(YO)黄 橙 系 統 この 色 相 の範 囲 に も 茶 系 統 が 含 ま れ、 高 彩 度 の 黄 橙 は む

しろ少 量 に しか 出現 して い な い0ベ ー ジ ユ系 な どが 可 成 りこの 申 に 含 まれ て い

る もの と考 え て良 い の で あ る。 比 較 的 平 担 な 出現 率 を示 し て は い るが 、 ユ960

(昭 ・35)頃 か ら徐 々 に 多 くな り、2～4年 続 い て再 び下 降 して い る。

(BG)青 緑 系 統 この色 相 は先 に述 べ た緑 味 青 の 流 行 に 誘 導 され たか の 如

く、1957(昭 ・32)頃 か ら1959(昭 ・34)に か けて 上 昇 し、 そ の翌 年 に は急 降

下 して い る。 しか し1962(昭 ・37)頃 か らは緑 系 統 の流 行 の浪 に便 乗 して い る

よ うな形 を現 わ して い る。

(YG)黄 緑 系 統 この 色 相 系 統 は主 として モ ス グ リー ン、 オ リー ブグ リー

ン、 ウ イ ロー グ リー ン等 の 色 名 で 知 られ て い る もの で 、純 色 の ま ま で は殆 ん ど

使 用 され な い 。紫 系 統 と相 前後 して 出 現 す るの が この 色 相 の特 徴 で あ る。

(P)紫 系 統 この 色 相 の 出 現 率 は意 外 に 僅 少 で あ って 、1956(昭 ・31)に

一度2°o足 らず の 山 を現 わ して 以 後
、 大 きな上 昇 を現 わ さな いが 、1959(昭 ・

34)の 皇 太 子 殿 下 の御 成 婚 が 近 づ くに従 い、 紫 の 出 現 力泪 立 ち始 め 、最 も多 く

使 用 きれ た の は196σ(昭 ・35)の 約3%で あ る。 その 後 は 年 々降 下 し1964(昭

・・39)に は僅 か に1%内 外 で あ る。 ただ し今 後 再 び上 昇 す る機 運 が す で に現 わ

れ て い る。

(BP)青 紫 系 統 この色 相 は 紫 よ り も更 に 僅 少 で あ るが 、 イ ン キ ブル ー、

ピー ス ブル ーの 色 名 に よ って、 流 行 色 の 地 位 を 占 め て い る期 間 に は 他 の 青 系 統

と交 り合 って、 人 々 の 印象 に は可 成 り強 く残 った色 で あ る。 だ が 統 計 結 果 で は

1956(昭 ・31)、1961(昭 ・36)に 僅 か に 山が 見 られ る程 度 で あ る。 図2、 で は

ユ962(昭 ・37)を 最 底 と して 、翌 年 か ら徐 々 に上 昇 カー ブル に移 っ て い るが 、

これ は 色相 の 傾 向 を現 わ す もの で 、 ピー ス ブル ー や イ ンキ ブル ーの よ うな色 は

当 分影 をひ そ め る訳 で あ る。
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(RP)赤 紫系統 全色相中で最少出現率を示している。比較的出現率の高

かった期間は1957(昭 ・32)か ら1960(昭 ・35)ま での約3年 余 りである。ワ

インカラーと称せ られるのは大体この色相の範囲に入るものと考 えられる。

2.平 行的出現色群 と逆行的出現色群

平行的出現色群はR.B.Y.G.BG.BP.YG及 びBuckで あって、出現

率はR.Bが 図抜けて大 きくく次いでBlack、 そしてYとGで ある。BG,BP

は何れ も平均2--4° °程度ではあるが、他の色相 と共に毎年出現 し、多少の起

伏はあっても、ほぼ平行的である。これ らの中で特に注意すべきことは赤 と緑

系統が平行的であることである。これ らは服装上で同時に配色することは殆ん

どないが、街頭で見 ると、赤系統の服装 と緑系統の服装が群集⑱中に点在する

時、お互いに引立て合い、活気を盛 り上げている。又鮮かな緑の服には夏季は

,
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白が配色されるとしても春秋冬には黒が配色効果を上げてお り、黒以外の色は

比較的緑の服には使いにくい、とい う点か ら考えて も、緑系統 と黒 とが平行的

出現色群に含まれていて も不思議ではない。黄系統は黒及び青系統 と共に用い

られることが多いが、この点 も図3、 の上で理解出来 る。BPは インクブルー、

ピースブルーのような赤味の加わった青系であるか ら赤と併用 される機会が少

な くない。YG系 はY・B・G・BG.等 と平行を保つ期盟があるという点に注 目

されるが、それよりもYOと の関係は更に深いようである。(図4参 照)

図4、 は逆行的出現色群であってお互いの色が 追いつ 追は れつの 関係にあ

る。ただしこれ らの申に平行的出環色群の申に示された黒と緑 とが出 ている

が、これらはそれぞれ他の色 との逆行を示すために記 したものである。又YO

とYGと が平行的であるのは図3、 の上で示す ことが困難であるので、敢 え

て図4、 を利用した訳である。0とGrey,GBとWhite,GとYO,GとGB,
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GとWhite;BlackとWhite,YOとBlack,Gと0、YGとPこ れ らはお

互いに出現時期の山が2～3年 位ずれていて、いわゆるシーソーゲームの状態

を繰返 している。

売れた色 と流行色 との関係

すでに集計結果を通して、どのような色相が市場に出ているかとい うこと、

つま り良 く売れた色はどの色相か、 とい うことを図表によって示したが、果し

て売れ行 きの良い色相が流行色であると云えるだろうか。この点を今一度吟味

す る必要がある。何故ならば、新聞に予報された色、業界商社か ら打ち出され

表6.色 彩 メモ(流 行 色の周期)

西 歴1剛 印象 的 な流行 色1記 号 社 会 状 勢

・9462・ 響粋 隻,グ, 一チ和)糶 琴嬲 鸚 籔 する圃

1949124

・95227祐 害彡獅gB1躰 艫 染の蘊

195328コ ロ ネー シ ョンパ ー プ ルP1英 国女 王 戴冠 式

・95429デ ・オ。ルグ・・GryBPI・ 召 享;儲 三癖 騨 。たば。

購 三冖BrnlGIBK1

195631黒 、 臼、 黄W1和 服 の 白地 羽 織 、黄 八 丈

195732モ ー ニ ン グス ター ブル ーgB2映 画 「初 恋 」 の主 役 の服 色

195833赤 系R110年 間 の 中で 最 高 の 出現 率

195934パ ー プルP2皇 太子 殿 下 御 成 婚慶 祝 カ ラー

196035ベ ー ジ ュ

オ リー ブ グ リー ン
チ ャコ ー ル グ レーGry2デ パ ー ト服地 売 場 に て大 半 を 占め る

196136イ ン クブ ル ーBP2

ピー ス ブル ー系 の 紺Brn2

茶 系 統Bk2セ ー ター等 の黒 の製 産 追 い つか ず

196338黒 、 白W2白 のス カー ト、 白の スー ツ流 行

196439グ リー ン系G2『 鮮 か な グ リー ン系 の流 行 『

196540各 種 赤 系R2赤 の出 現 率再 度 増大
!
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た色、店頭で目を引いた色、大衆の話題になった色は一体どんな色なのか。 こ

の点を集計するために筆者は1949(昭 ・24)以 来色彩メモを記してきた。 この

メモは売れた色とい う意味よりも、業界商社を始め大衆の印象に上った色であ

り、印刷にされ、文字に表われた色で もあり、且つ街頭で筆者並びに同伴の人

々の批評にも取 り上げられた色である。にも拘 らず、上記実態調査の出現率曲

線から読みとられた印象 との間に可成 りの相異のあることが分ったのである。

この問の事情を分 り易 くす るために表6、 を参照されたい。

む す び

以上新聞統計、実態調査、色彩 メモを通して得た流行色の問題を総合的にま

とめて考えると、少なくとも現代人、ことに若い女性の向上したセンスによっ

て各自の服色が選定せられ多という傾向が強 く、一般業界商社の思惑による流

行色の押し売 りは殆んど効果がなくな り、各社共同のマーケットリサーチの分

析結果か ら翌年の服色を打出さねばならなくな り、日本流行色協会 とい う流行

色の総合研究の可能な団体組織 を利用するとか、全 日本婦人児服地毛織物協議

会に入会する、というような方法を取 らない限 りにおいては、如何に宣伝して

も大衆は踊 らない、とい うことが痛感 される。ただしここで注意 しなければな

らないことは新鮮味のある色が流行色として取 り上げ られてはいるが、売れ高

には直接ひび くと1ま限 らない。街頭に頻繁に見掛ける色が新聞に書 き立てられ

たとして も、実態調査の集計結果にはせいぜい2～4%位 に過 ぎない、という

事実にも注意しなければならない。 といって、このような僅少な流行色に浮 き

身をやつすことは馬鹿げていると考えて、全然流行色を取 り上げない店があっ

たとするならば、不思議にもその店の色彩か ら受ける感 じは真に野暮つたい、

ナンセンスなものである、 ということも事実である。常に売れる色を主食 とす
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れば我々は流行色 という調味料の取扱いによって、新鮮味を味わっているもの

と考えられる。調味料の効果は大 きいが、その使用料は極 く少量で足 りる。つ

まり流行色に関心を持 ち、これらを適当に取 り入れ ることは現代を生 きて行 く

上に甚だ重要であるが、といって多量に生産 した り、多量に仕入れ ることは無

益なことと知るべきである。終 り壱と臨み、本研究に関しては松下電器産業照明

研究所長岡田喜義氏、大阪婦人子供服同業組合理事長原一郎氏、全 日本婦人児

服地毛織物協議会専務坂本常三氏の絶大なる御協力を得たこと、色彩統計盤の

調製を特別に御世話頂いた流行色協会理事細野尚志氏の御厚意、奈良女子大学

家政学部被服材料科学研究室の丹羽雅子さん始め50名 の研究員諸氏並びに長期

間調査場所を御提供下 さった京都府ギヤラリーの皆様の御親切に対し、この紙

面を通 じて満腔の謝 を表す る次第である。

(1965年9月10)
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